
令和８年９月 30 日 

港 湾 局 港 湾 経 済 課 

 

自動化･遠隔化荷役機械の円滑な導入のためのガイドラインをとりまとめました 

～港湾現場における自動化等を推進～ 

 

 日本成長戦略における 17の戦略分野の１つである「港湾ロジスティクス」では、国内港

湾における自動化･遠隔化荷役機械の導入を進めることとしております。このため、今般、

現場における港湾荷役機械の自動化等を推進するため、（一社）日本港運協会と共同で「自

動化･遠隔化荷役機械の円滑な導入のためのガイドライン」をとりまとめました。 

 

○ 港湾労働者の不足により安定的な港湾荷役の継続性が懸念される中、港湾における

自動化･遠隔化荷役機械の円滑な導入は、海上輸送に頼る我が国にとって喫緊の課題で

す。 

 

○ これを踏まえ、日本成長戦略における 17 の戦略分野の１つである「港湾ロジスティ

クス」においても、国内港湾における自動化･遠隔化荷役機械の導入を進めることとし

ております。 

 

○ 一方で、自動化･遠隔化荷役機械の導入に当たっては、それぞれの港湾現場の実情に

応じて、関係する港湾運送事業者の十分な理解と協力の下に進めていくことが重要で

す。 

 

○ このため、自動化･遠隔化荷役機械を導入しようとする港湾ターミナルにおいて、関

係者の理解・協力の下、当該荷役機械の導入が円滑に進むよう、今般、国土交通省港湾

局と（一社）日本港運協会が共同で「自動化･遠隔化荷役機械の円滑な導入のためのガ

イドライン」をとりまとめました。 

 

○ 本ガイドラインは、港湾ターミナルにおける自動化･遠隔化荷役機械の導入の進め方

について、国、港湾運営会社、港湾管理者、港湾運送事業者等が参考とすべき事項をま

とめたものになります。 
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